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■「教養・基礎能力試験」 

 

 

特別区 都庁１B 都庁Ⅲ類 国家

現代文 4 4 4 4

英文 4 4 4 3

判断推理 4 4 5 5

数的推理 4 4 5 4

資料解釈 4 4 5 2

空間把握 4 4 5 2

合計数　 24 24 28 20

社会事情 6 7 7 4

人文科学 5 3 4 6

社会科学 5 3 3 6

自然科学 5 3 3 4

合計数　 21 16 17 20

専門知識 10

総合計数 45 50 45 40

備考

・必須問題30問

・選択問題15問

から5問選択

・必須問題40問

・他専門知識10

問から5問選択し

て解答

・全問解答 ・全問解答

試験時間 1時間45分 2時間30分 2時間 1時間30分

知

能

分

野

知

識

分

野
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【Ｎo. １】 Ａ～Ｆの６チームが、次の図のようなトーナメント戦で野球の試合を 

行い、２回戦で負けたチーム同士で３位決定戦を行った。今、トーナメント戦の結 

果について、次のア～ウのことが分かっているとき、確実にいえるのはどれか。た 

だし、引き分けた試合はなかった。 

ア Ｄは２勝１敗で準優勝であった。 

イ Ｆは２回試合を行い、２試合目はＣと対戦した。 

ウ １勝１敗のチームはなかった。 

 

１ 優勝チームは３回試合を行った。 

２ １勝もできなかったチームは３チームであった。 

３ ＡとＣは対戦しなかった。 

４ Ｂは１回戦で負けた。 

５ Ｆは３位であった。 
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【Ｎo. ２】 Ａ～Ｆの６人が次の図のようなトーナメント戦で柔道の試合を行い、２ 

回戦で負けた者同士で３位決定戦を、１回戦で負けた者同士で５位決定戦を行って 

順位を決めた。今、次のア～エのことが分かっているとき、確実にいえるのはどれ 

か。ただし、図の太線は、勝ち進んだ結果を表すものとする。 

ア Ｂは、Ｅに負けた。 

イ Ｃは、準優勝した。 

ウ Ｄは、２勝１敗であった。 

エ Ｆは、Ｅに負けて１勝１敗であった。 

 

          

１ Ａは、ＥとＦに負けた。 

２ Ｂは、３位であった。 

３ Ｄは、ＡとＢに勝った。 

４ Ｅは、２勝１敗であった。 

５ Ｆは、４位であった。 
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【Ｎo. ３】 Ａ～Ｅの 5 人が趣味として行っていることは、カラオケ、ゴルフ、 

サイクリング、サーフィン、将棋のうち、それぞれ１つである。今、次のア～エの 

ことが分かっているとき、カラオケを趣味とする人は誰か。ただし、５人の趣味は 

全て異なるものとする。 

ア ＡとＣは将棋の駒の動かし方を知らない。 

イ ＡとＤは自転車に乗ることができない。 

ウ ＢとＣとＥはサーフィンとゴルフをしたことがない。 

エ ＢとＤの趣味はスポーツである。 

 

１ Ａ 

２ Ｂ 

３ Ｃ 

４ Ｄ 

５ Ｅ 

 

 

 

【Ｎo. ４】 Ａ～Ｅの５人は、ある野球チームにおいてキャッチャー、ファースト、 

セカンド、サード又はショートのいずれか異なる一つのポジションの選手である。 

今、次のア～キのことが分かっているとき、Ｅのポジションはどれか。 

ア ＡとＤは、いずれもキャッチャーではない。 

イ ファーストは、Ｂと同じ高校の出身である。 

ウ Ｂは、キャッチャーと同じ町に住んでいる。 

エ セカンドは、Ｃとよく食事をする。 

オ ＢとＤは、サードとショートとの４人で時々ゴルフをする。 

カ キャッチャーは、昨日Ｅと口論になった。 

キ Ａは、ショートのいとこである。 

 

１ キャッチャー 

２ ファースト 

３ セカンド 

４ サード 

５ ショート 
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【Ｎo. ５】 ある商店で、商品Ａを１個50円、商品Ｂを１個10円で販売を開始し、 

この２品目の初日の売上げは合計で5,800円であった。２日目に商品Ａを10円値下 

げしたところ、商品Ａの販売数量は10個増え、この２品目の売上げは合計で5,000 

円であった。２日目の商品Ａの販売数量はどれか。ただし、商品Ｂの販売数量は、 

両日とも12個以上20個以下であったものとする。 

 

１ 120個 

２ 121個 

３ 122個 

４ 123個 

５ 124個 

 

 

 

 

【Ｎo. ６】 Ⅹ区、Ｙ区、Ｚ区の 3区の 20年前の人口の合計は、99万人であった。この 20

年間に人口がＸ区は 15％、Ｙ区は６％、Ｚ区は 24％それぞれ増加し、増加した人数は

3区とも同じであったとすると、現在のＺ区の人口は何人か。 

 

１ 150,000人 

２ 159,000人 

３ 168,000人 

４ 177,000人 

５ 186,000人 
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【Ｎo. ７】 Ａ社、Ｂ社及びＣ社の3つの会社がある。この3社の売上高の合計は、10年前

は5,850百万円であった。この10年間に、売上高は、Ａ社が9％、Ｂ社が18％、Ｃ社が

12％それぞれ増加し、増加した金額は各社とも同じであったとすると、現在のＣ社の

売上高はどれか。 

 

１ 1,534百万円 

２ 1,950百万円 

３ 2,184百万円 

４ 2,600百万円 

５ 2,834百万円 

 

 

 

 

【Ｎo. ８】 次の図のような①～⑨のロッカーを、Ａ～Ｈの８人が一つずつ利用し 

ている。次のア～エのことが分かっているとき、確実にいえるのはどれか。 

ア Ａが利用しているロッカーのすぐ下は空きロッカーで、その隣はＤが利用して 

いる。 

イ Ｂは端のロッカーを利用しており、その隣はＧが利用している。 

ウ Ｃが利用しているロッカーのすぐ上は、Ｅが利用している。 

エ Ｆが利用しているロッカーの隣は、Ｄが利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ Ａは、④のロッカーを利用している。 

２ Ｃは、⑥のロッカーを利用している。 

３ Ｅは、①のロッカーを利用している。 

４ Ｆは、⑦のロッカーを利用している。 

５ Ｈは、⑤のロッカーを利用している。 
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【Ｎo. ９】 次の図のような3階建てのアパートがあり、Ａ～Ｈの8人がそれぞれ異な 

る部屋に住んでいる。今、次のア～カのことが分かっているとき、確実にいえるのは 

どれか。 

ア Ａが住んでいる部屋のすぐ下は空室で、Ａが住んでいる部屋の隣にはＨが住んで

いる。 

イ Ｂが住んでいる部屋の両隣とすぐ下は、空室である。 

ウ Ｃが住んでいる部屋のすぐ上は空室で、その空室の隣にはＦが住んでいる。 

エ ＤとＦは同じ階の部屋に住んでいる。 

オ Ｆが住んでいる部屋のすぐ下には、Ｈが住んでいる。 

カ Ｇが住んでいる部屋の部屋番号の下一桁の数字は1である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ Ａの部屋は201号室である。 

２ Ｂの部屋は302号室である。 

３ Ｃの部屋は103号室である。 

４ Ｄの部屋は304号室である。 

５ Ｅの部屋は105号室である。 

 

  



2024 合格 喜治塾 

7 

 

【Ｎo. １０】 地点Ａから地点Ｂまでが上り坂、地点Ｂから地点Ｃまでが下り坂の一本道

がある。地点Ａを自転車で出発し、地点Ｃで15分間の休憩後、折り返し、復路の地点

Ｂで8分間の休憩後、地点Ａに戻ったところ1時間15分かかった。地点Ａから地点Ｃま

での距離はどれか。ただし、上り坂は時速6㎞、下り坂は時速20㎞で走行する。 

 

１ 3,250ｍ 

２ 3,500ｍ 

３ 3,750ｍ 

４ 4,000ｍ 

５ 4,250ｍ 

 


